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の「星物語」
vol.5　太陽と月　　
　3月 20日は、お彼岸の中日（ちゅうにち）。
春分の日です。太陽が真東から出て真西に沈
む日として知られていますね。日本は赤道か
らおよそ 3500 キロメートル北にあるため
に春、夏、秋、冬が繰り返します。赤道より
南の国では、季節がちょうど反対。ふしぎな
感じがします。しかし、赤道の場所では春と
秋には、太陽は真東から出て、頭の真上を通
り、真西に沈みます。お彼岸の頃、赤道地方
にいたことがありましたが、太陽が頭の真上
に来ると、方角が分からなくなって困りまし
た。日本などでは、太陽は東から出て、時間
と共に右へ右へと動き、やがて西に沈みます
が赤道地方では太陽は時間と共に上に上にと
進み、頭の真上を通り過ぎると下へ下へと進
んで行くのです。赤道から南の地方では日本
などとは反対に、時間とともに左へ左へと動
いて行くのです。月も同じような動きをしま
す。やはり、地球は球形なのでした。そし
て、太陽も月も、もっとも身近な星なのです。 

春もすぐそこです。

　「三ツ星」で有名な「オリオン座」が、
冬の星座や星をいろいろと教えてくれ
ます。まずは三ツ星の傾きにそって右
上（北西）のほうに進んでみましょう。
「アルデバラン」という明るい星が見つ
かります。さらに進むと、有名な星の
集まり「すばる」が見つかります。目で
見ると６～７個くらいの星が見えます。
　オリオン座に戻り、今度は三ツ星の傾きにそって左下（南
東）のほうに進んでみましょう。明るく輝く「シリウス」が
見つかります。三ツ星の左上の星「ベテルギウス」とつない
でちょうど三角形を作る左（東）の方向に、明るい星「プ
ロキオン」も見つかります。これが「冬の大三角」です。 
　またオリオン座に戻り、今度は三ツ星の左上（北東）の
ほうに進んでみましょう。頭の上高いところに、明るめの
星が３つ並んでいます。これらは「ふたご座」の２つの
星「カストル」と「ポルックス」、そして「土星」です。土
星はこの冬、ふたご座付近を移動していて、ちょうど見ご
ろとなっています。目で見ると普通の星にしか見えませ
んが、望遠鏡で拡大してみると輪のある姿が楽しめます。 
　こんなふうに、オリオン座が見つかれば冬の星座や星がい
ろいろと探せます。ぜひ、本当の星空で確かめてみてください。

冬の星座たちも見納め、ぜひご覧ください！
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。

　

中
期
後
葉
の
溝
が
埋
ま
る
と
、

遺
跡
の
中
心
区
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を
外
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拡
大

し
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築
き
ま
す
。
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幅
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さ
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。
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検
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遺
物
の
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も
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で
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製
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に
は
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常
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思
え
な
い
ほ
ど
の
精
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な
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が

認
め
ら
れ
ま
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注
目
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鉄
器
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し
い
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で
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鮮

半
島
製
の
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つ
お
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も
見
つ
か
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い
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す
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し
た
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に
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っ

て
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ま
ざ
ま
な
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製
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や
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角
製
品
が
加
工
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
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う
か
が
わ
せ

て
く
れ
ま
す
。
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▲矢板を打ち込んだ大規模な溝


